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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシニューリンは、タンパク質ホスファターゼ2B（PP2B）としても知られ、カルモジュリン依存性、カルシウム活性化、セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼであり、触媒サブユニット（カルシニューリンA）と密接に結合した調節サブユニット（カルシニューリンB）から構成されています。カルシウム依存性、カルモジュリン刺激性タンパク質ホスファターゼです。このサブユニットは、カルモジュリンによるカルシニューリンの活性化に関与している可能性があります。DNM1L、HSPB1、およびSSH1を脱リン酸化します。
	研究分野
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	カルシニューリン A 抗体を使用したラット脳、マウス肺溶解物中のカルシニューリン A のウエスタンブロット分析。
	

	カルシニューリン A 抗体を使用した Hela、A549、U2OS 溶解物中のカルシニューリン A のウェスタン ブロット分析。

